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第２０回「まちの活性化・都市デザイン競技」 

松戸市長特別賞表彰式・記念シンポジウム 

 

～都市デザインから考える松戸駅周辺の将来像～ 

 

報告書 

 
日時   平成３０年７月２１日（土）１４：３０～１７：１５ 

場所   松戸市民劇場ホール 

主催   松戸市 

後援   公益財団法人 都市づくりパブリックデザインセンター 

参加者  １３２人   

 

 

プログラム 

 ○開会挨拶・松戸市長特別賞表彰式 

 ○基調講演 

テーマ：都市デザインから考える松戸駅周辺の将来像 

      ～デザイン競技応募者たちから見た都市デザインのアプローチ～ 

  講師：西村幸夫氏 
     （神戸芸術工科大学／まちの活性化・都市デザイン競技審査委員長） 

 ○パネルディスカッション 

  コーディネーター：西村幸夫氏 

  パネリスト：岩倉圭介氏・石田哲史氏（株式会社久米設計／国土交通大臣賞） 

        石田武氏・後藤将人氏（大成建設株式会社／まちづくり月間全国的行事実行委員会会長賞） 

        金城正紀氏（社会環境設計室／（公財）都市づくりパブリックデザインセンター理事長賞） 

        新妻直人氏・中戸翔太朗氏（東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻／松戸市長特別賞） 

          本郷谷健次（松戸市長） 
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松戸市長挨拶 

 
皆様こんにちは。大変暑い中、このような形でお集まりいただきまして本当にありがとうございます。

松戸市について少しお話しますと、面積として６０平方キロメートルくらいのところに今４９万人の人

口を抱えております。松戸市が大きくなったのは、高度経済成長期の昭和３５年、１９６０年くらいか

らのことであり、まちの全体がリニューアルの時期に入ってきています。 

これから１０年２０年３０年と先を見越した街づくりをしていく中で、このたび国土交通省の後援の

まちの活性化・都市デザイン競技の対象地域として選ばれたことを本当にうれしく思っております。全

国から３７件もの応募がありました。その中に、たくさんのアイデアが詰まっているという風に思って

おります。それも参考にしながらこれからも街づくりを進めていきたいと思っております。今日１日の

このシンポジウムが有意義になればと祈っております。よろしくお願いします。 

 

 

 

第２０回「まちの活性化・都市デザイン競技」 松戸市長特別賞 表彰式 

作品タイトル  「寄る辺の津、いざなう瀬」 

受賞者     東京大学大学院 工学系研究科 都市工学専攻 

地域デザイン研究室＋都市デザイン研究室 

新妻直人氏、伊藤智洋氏、中戸翔太朗氏、永門航氏、荻原拓也氏 

 

 
 

（松戸市長特別賞受賞者代表挨拶） 

東京大学の新妻です。本日は、このような表彰式を催していただき誠に光栄でございます。今回の提案

については、後程詳しくご説明いたしますが、５人のメンバーがそれぞれの強みと個性を生かしながら、

どのようにしたらこの松戸駅周辺地域がより良い魅力的なまちになるのかを考え、議論を重ねた結果だ

と思っております。それをこのような形で評価していただいたということは、とてもありがたいことだ

と思っております。ほとんどのメンバーが学生でして、今年度で学生生活を終える予定となっておりま

すが、今回の表彰に恥じないような学生生活を送っていこうと思っております。本日はありがとうござ

いました。 
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基調講演 

「都市デザインから考える松戸駅周辺の将来像 

～デザイン競技応募者から見た都市デザインのアプローチ～」 

 

講師 西村幸夫氏 

神戸芸術工科大学教授 

まちの活性化・都市デザイン競技審査委員長 

 
 
 

はじめまして西村です。よろしくお願いします。

松戸駅周辺の都市デザインの設計競技の審査委員

長を務めました。こうした設計の競技というもの

で建物に関するコンペティション、コンペと良く

言いますけれど、それは、よく行われるのですが、

都市やある地区全体に対するこういうコンペとい

うものは、なかなか行われません。理由のひとつ

には、地区全体を大きく変える、大きく計画をし

直すということがそうあることではないので、な

かなかタイミングがないということもあるのだと

思います。 

ただこのようなコンペを行うことで、その地域

をどのように考え、理解し、変えていったらいい

のかということに対するいろんなアイデアが集ま

ります。そういうことは、例えば今回の松戸の都

心部のように、これから大きく色々なことが変わ

るというような良いタイミングでいろいろなアイ

デアが集まるということで、とても可能性がある

のではないかと思います。 

都市づくりパブリックデザインセンターという

公益財団法人が、このようなコンペを行ってきて、

今年で２０年目です。私は、第１回から審査委員

をやっていまして、途中から審査委員長を務めて

いるのですが、今回のテーマとなった松戸駅周辺

は航空写真を見てみると、実は、とても色々なも

のが凝縮しているということがわかります。相模

台という台地があって、そしてＪＲと新京成の線

路があって、そして当然駅前があってデッキがあ

る。そしてここからすーっと行くと旧街道があり

ますね、松戸の宿があって、坂川という川があっ

て、そしてすぐ向こうには江戸川という大河があ

る。ごくわずかな１キロにも満たないところにこ

れだけの色々なものがある。 

しかしたぶん生活をしている方にとっては、こ

ういったものがこんなに近くにあるということは、

あまり実感がないと思います。たとえば駅を降り

ればイトーヨーカドーがここにあるので、駅を降

りても相模台の見事な緑があることは、なかなか

すぐに実感できないですよね。 

色々な魅力があってもそれを実感しにくいとい

う状況のなか、市役所の耐震化や老朽化の問題も

あり、この国家公務員の官舎の跡地をうまく整備

をして後ろに市役所を持って行けるならば、実に

面白いことが起きるのではないか。もしくは、イ

トーヨーカドーの建物がもっと違う形になれば緑

が駅前から見えるわけです。それを具体的に構想

することができるのであれば、その時に色々なア

イデアを上手く詰め込んで、この新拠点の地域、

そしてこのメインのシンボル軸を整備していくと、

まさに川から丘まで全体がひとつになれるのでは

ないか。そういった視点のアイデアを求めたいと

いうことで提案を募集しました。ですから今、松

戸がちょうど都心を色々な形で動かそうとしてい

るというタイミングとこのシンポジウムのパネル

ディスカッション、それからこのコンペのタイミ

ングがあったということであります。 

この後、受賞者の方にパネリストとして登壇し

ていただいて、それぞれがどのように考えたのか

ということを説明していただき、その後ディスカ

ッションを行うのですが、松戸の顔となる相模台

の新拠点ゾーンから江戸川までの道路、ここのデ

ザインが新しい街の魅力を引き出すようなものに

なっているか、これが大きな課題です。今日皆さ

んのお手元にお配りしております資料にデザイン

競技の結果概要がありますが、ここにも書いてあ

ります。 

少しスケジュールや審査等について説明します

と、基本的には応募登録が去年の１０月で、そし

て現地説明会がありました。そして質疑応答の期

間がありまして、作品の提出の締め切りが今年の

２月、そして３月に審査をして、主要な賞、特に

国土交通大臣賞に関しては、東京で開催された６

月１１日のまちづくり月間全国的行事において授

賞がされております。そして応募登録をしたのが
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６０グループ、実際に提出された作品が３７作品

で、例年よりかなり多い数であります。 

国土交通大臣賞を含む３つの賞が、１等賞、２

等賞、３等賞に当たるのですが、これらの賞を受

賞された方々が本日のパネリストとして登壇され

ます。また、松戸市長特別賞、そして３０歳未満

の人が集まったグループで応募されたものに関し

ては奨励賞を差し上げています。 

作品は、Ａ２サイズのパネル２枚で提出するこ

ととなっているのですが、今日は、実際にロビー

の方に受賞作品のパネルを展示してあります。そ

してこれをＡ３に縮小したものが皆さんのお手元

にある資料です。作品の詳細については、後で受

賞者の方に説明してもらいますが、私からは具体

的に審査員がどのようなことを考えて、どういっ

たところを評価したのか、どのような議論があっ

たのかということを紹介して、それに関して後に

パネリストに答えてもらいたいと思います。 

審査過程について説明しますと、まず提出され

た３７作品すべてをテーブルに広げて、２時間く

らい審査員全員がその中で８作品ほどを選ぶとい

う作業をしました。その審査風景も結果概要の３

ページに載っております。審査員は、そこにある

ように７人なのですが、大学の先生が４人、それ

から実際に集合住宅の設計をされている建築家の

方、そして本郷谷市長、そしてデザイン競技の後

見役である国土交通省の市街地整備課の課長が実

際に審査にあたっています。 

その全員がこれだと思う作品を８つ選んで投票

を行って、結果、複数票を取った作品を残しまし

て、それらの作品について審査員の間で一点一点、

どういうところが良くて、どういうところが問題

かということを議論します。議論が終わったとこ

ろで、再び投票を行い、その得票数をもとに受賞

作品を決定するということを行いました。

 
この作品が１等賞、国土交通大臣賞に選ばれた

久米設計チームの作品です。何が評価されたかと

いうと、とても細かく設計がされている点です。

お手元の資料でご覧になってください。ひとつに

は、松戸市と同じような状況にある東京の郊外都

市を見た中で、どのようなことが言えるのかとい

う非常にマクロなことを考えています。 

そして、具体的に松戸の街がどのように出来て

きたかという歴史を書いています。その意味で都

市の構造をきちんと踏まえている。これはミクロ

の視点です。そして、それを５つの軸、それもス

ケールの大きなものから小さいものにわたって

様々に分析しています。 

また、具体的に求められたように、相模台の台

地の上に市役所を移転し、それをどのように配置

するか、そして駅の東口・西口のあたりをどのよ

うに変えていくか、江戸川までつないでいくか、

そして、市役所を移すので、その跡地をどのよう

に考えるかということを一個一個具体的な場所の

イメージを明確に持ちながら、そして軸をどうい

う風に作るのかということを非常に細かく書いて

います。 

このように与えられたことに全部きちんと答え

るだけでなく、それを綿密にやってくれていると

いう点が大きく評価されました。それからもうひ

とつは、シンボル軸というものがあらかじめ設定

されているのですが、このチームは、その軸だけ

でなく、その周りの都市の中にいくつかのループ

をつくって、こういうところにもある意味副軸の

ようなものを評価することが大事なのだというこ

とを描いてくれています。なかなかここまで考え

たチームは、他にありません。要求されたもの以

上に街を読んで、そして提案しているところが大

変優れていると思います。 

先ほど言いましたように、資料１枚目で広域的

に街を比較して郊外都市の特色を見ています。そ

してミクロ分析で、松戸の街がどのようにできて

きて、どういった構造をもっているのかを分析し

ています。そういった分析を踏まえて、単にシン

ボルロードだけでなくて、それに直交するような

軸があるということを読み込んで、これが提案に

生きています。 

５つの軸として挙げた、都市の基盤、自然環境、

生活環境、産業創出、エリアマネジメントの、主

にエリアマネジメントでもう少しソフトな対策も

提案をしているといえます。加えて先ほど言いま

したようにメインのところ、相模台の新拠点のデ

ザインも考えてくれている。一個一個の構想もと

ても具体的に描かれているということが言えます。 

そして、断面を取って丘から川までどのように

つないでいくかという戦略を取っています。それ

ぞれ細かく駅前のところでどのようなことが行え

るかというようなことも提案してくれています。

その意味ではとてもよくできていて、総合的に考

えているのが高い評価の理由です。 
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ただ一点、後のパネルディスカッションで聞い

てみたいのですが、問題点というものもひとつ指

摘されています。この提案では相模台に広い公園

が生まれるわけですが、市役所の建物を建てるこ

とで、三角形の空間を公園内に作りだしています。

それはそれで軸を受けるようなスペースを作って

いるわけで評価する声も多いのですが、ここに建

物があるために、せっかくの相模台の広い空間が

あるのに、建物でその空間が分断されてしまうの

ではないか、大きな空間が二分されてしまうので

はないかという意味では、せっかく広いスペース

が生まれるのにどうして分けなくてはいけないの

かというデザインの問題を指摘する審査員もいて、

そのあたりもどのように考えたのか聞いてみたい

と思います。 

 

 
次の２等賞に当たる大成建設さんの提案ですが、

これもある意味都市構造を読んでいて、この図面

を見てわかりますように、相模台のオープンスペ

ースが広々と使われています。ここから江戸川の

方を見通すような意味で、この相模台のエリアに

とても力を入れていて、オープンスペースがうま

くデザインされています。そしてこの場所が新し

い拠点となるというのがパースからも読み取れる

という点で非常に高い評価を受けました。また、

新拠点とそれにつながる軸だけでなく、新しくい

くつかの施設をループするような道があります。

しかし、この資料には、市役所の跡地について説

明がなく、その点を指摘する審査員もいました。 

非常によくできている提案なのですが、ひとつ

議論されたのが、相模台を通る地下道や新市役所

の地下部分です。地上部は非常に広々と空間が使

われているわけですが、地上部を使うために施設

等を地下に入れるということは特殊解なのではな

いかと、地下化を課題の解決策とすることは良い

のかどうか議論がありました。 

 

 
次に、３等賞に当たる社会環境設計室さんの提

案に移ります。まず、この提案は、チームではな

く、おひとりがすべて製作されているのですが、

おひとりでこれだけのものを作られたということ

で、非常にすごいと思います。また、この提案で

は、様々な情報を組み込んだひとつの３Ｄの図面

をもとに、それぞれの計画が提案されているので

すが、その点で実現可能性が高いのではないかと

いう意見が多くありました。 

課題としては、この提案では、高層ビルが立ち

並んでいますが、現実的に高層化が事業としては、

成立しやすいとしても、それが松戸の将来像とし

て望ましいのかという議論がありました。また、

国道６号線も含めて提案がされています。このエ

リアは、本来対象地区ではないのですが、さらに

東の地域も含めて計画することで、新しく見えて

くるものがあるのではないかという声もありまし

た。 

次のパネルディスカッションでは、それぞれの

受賞者に対して、どのように提案について発想・

調査を行ったのかといったようなことを聞きたい

と思います。また、松戸市長特別賞については、

大学院生による提案ですが、若い人たちが街を見
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るときに何を見たのか、どのように主張しようと

したのか、またプロと学生の感覚の違いというも

のが、何か市にアピールしたのではと個人的に思

いますので、そういった点も聞いてみたいと思い

ます。 

どの提案においても、外からの視点でもって、

住んでいると意外とわからない見慣れた風景とな

ってしまっている、地域が持っている可能性や個

性が描かれていると思います。会場の皆さんにと

って、今日のシンポジウムが、旅行に行った時の

ように新鮮な目でもって松戸を見直す良い機会と

なればと、つまり、パネリストの方は、松戸市外

の出身者ばかりなので、住民ではない彼らの視点

で見た新たな発見があるかもしれません。そうい

う良いきっかけを、また、地元の方がそれを知る

ことによってそういう見方をすると、まちももう

ちょっと違う可能性が見えてくる可能性があるか

もしれません。ぜひこのあとのパネルディスカッ

ションをそういう機会にしたいと思います。 

私は、コーディネーターとしてそれぞれの提案

者になぜそのような発想ができたのか、そのため

には苦労があったのか、また提案がどのようなプ

ロセスで出来上がったのか聞いてみたいと思いま

す。そのことによって新しくいま松戸が変わろう

としているわけですが、変わろうとしていること

に関して色々なヒントが出てくれば、これだけの

大都市の都心部を大きく変える計画が実際に行わ

れているということは、またとない機会なので、

ここでのアイデアで生かせるものがあって活用し

ていただければ面白い魅力あふれる松戸の将来が

描けると思いまして、この後のパネルディスカッ

ションに期待したいと思います。ご清聴ありがと

うございました。



7 

 

パネルディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーディネーター：西村幸夫氏 

    パネリスト：岩倉圭介氏・石田哲史氏（株式会社久米設計／国土交通大臣賞） 

          石田武氏・後藤将人氏（大成建設株式会社／まちづくり月間全国的行事実行委員会会長賞） 

          金城正紀氏（社会環境設計室／（公財）都市づくりパブリックデザインセンター理事長賞） 

          新妻直人氏・中戸翔太朗氏（東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻／松戸市長特別賞） 

             本郷谷健次（松戸市長） 

 
 

（コーディネーター・西村氏） 

それではよろしくお願いします。先ほども申し

上げました通り、それぞれの受賞者の方から、ど

うしてこのようなことを考えたのか、作品の内容

と同時にその背景についてもご説明いただこうと

思います。説明が終わった後に、私の方から先ほ

どの基調講演で挙げた疑問点等を中心に、受賞者

の方に質問をさせていただきます。このように、

提案についての説明と質疑応答を続ける形式でパ

ネルディスカッションを進めたいと思います。 

また、最後には、会場の皆様方からの質問の時

間も取ろうかと思いますので、質問を用意してお

聞きいただければと思います。それでは、お願い

いたします。 

それでは、まず国土交通大臣賞を取られました、

久米設計のおふたり、よろしくお願いいたします。 

（久米設計・岩倉氏） 

本日は、貴重な機会をいただき誠にありがとう

ございます。久米設計の岩倉と石田でございます。

張り切って少々内容を盛り込みすぎてしまった点、

少し駆け足となるかもしれませんがご容赦くださ

い。本日は、我々がこの提案にかけた思いと提案

の概要をお伝えしたいと思います。 

まず、提案にかけた思いです。我々は、この提

案を検討するに当たり、主に４つのポイントを大

事にしました。１つ目が社会的潮流。松戸はもち

ろんですが、社会全体として起こっている事象や

課題も踏まえることを意識しました。２つ目が類

似都市への示唆。松戸をひとつのロールモデルと

して共通の課題を持つ郊外都市へも応用できる考

え方を提示できないかと考えました。３つ目が相

対化。松戸と競合する他都市とも比較する中で、

より松戸らしさや他にない魅力を浮かび上がらせ

ようと意識しました。そして４つ目が実効性。こ

ちらは既存の制度や事例を踏まえながら、出来る

限り実現可能な解決策やアイデアを練ることを心

掛けました。以上を踏まえて魅力的だなと共感し

てもらえる提案や現実の街づくりに貢献できる提

案にしたいと思い、メンバーで議論、検討を重ね

ました。 

では、提案の概要を大まかに説明いたします。 

 
こちらが提案の全体像になります。まずマクロ及

びミクロの観点から現状調査・分析を行い、主に

ソフトに関することと意識した「平仮名のまちづ

くり」、反対にハードに関することとして意識し
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た「漢字の街づくり」で必要となる視点をそれぞ

れ整理しました。そして、それらの視点を踏まえ

て提案の全体のコンセプトを設定し、５つの観点

からアクションプランを整理しました。そしてそ

のアクションプランを将来像として空間計画に落

とし込みました。本日は、この流れに沿って提案

概要を説明いたします。 

まず、現状調査・分析、マクロに関する調査・

分析です。 

人口に関して、これは既に各方面で言われてい

ることですが、日本の総人口や生産年齢人口は、

今後、減少の一途を辿る見込みといわれています。

そのため、これからは、アクティブシニア層や観

光客また来街者等をターゲットに生産や消費活動

の機会を創出していくことが重要だと考えました。 

また、経済状況についても少し考察を行いまし

た。近年東京都心部を中心にオフィスや住宅が過

剰供給されている現状があり、ゆくゆく都心で手

頃に住まいを設ける需要が高まれば、松戸市のよ

うな東京圏郊外での居住需要は相対的に低下し、

「経済活動」や「都心とを結ぶ鉄道需要」という

ものもどんどんと縮小していく、いわゆる「負の

スパイラル」というような現象に陥るのではない

かと考えました。 

 
そこでこれからの郊外の街づくりでは、近隣の

郊外拠点との関係性をより重視し、競争力のある

一定のグループを形成することが重要ではないか

と考え、今回「ネットワーク型郊外拠点群」の構

想に着想しました。また、他都市と比較した際の

松戸の強みも整理してみました。東京 20 キロ圏

に位置する松戸駅の競合相手の駅周辺と比べます

と、やはり松戸は、身近な水、緑だったり、商業、

教育、行政といった機能がコンパクトに集積して

いる強みが明らかになりました。 

そのほか柏や北千住といった特徴ある拠点群に

挟まれる点や、都心や空港との良好なアクセス環

境も強みであると考えました。また、人口構成の

比較の中でも、松戸駅周辺には、多様な年齢層が

居住しているということも明らかになりました。 

以上を踏まえて、平仮名の「まちづくり」の視

点として、多様な人を呼び込むこと、また松戸な

らではの差別化されたブランディングを進めてい

くこと、そして近隣郊外拠点間の連携を図ってい

くことを徹底するに至りました。 

次に、ミクロに関する調査・分析、主にハード

に関する調査・分析です。 

まずは、古地図等を使いながら、松戸駅周辺の

街の成り立ちを調査しました。旧水戸街道を中心

に松戸宿は栄え、その後、東に鉄道が走り、現在

シンボルロードや南北方向へ軸が形成され、特色

をもったエリアというものが西から東へ層状に拡

大していったことが明らかになりました。一方で、

近年では水戸街道沿い等を中心にコインパーキン

グ等の低・未利用地も発生してきているというこ

とがわかりました。また、現地や私大、知り合い

へのヒアリングを通じて様々、住民の声というも

のも集めてみました。 

そうした調査分析を踏まえて、主に漢字の「街

づくり」の視点として、旧水戸街道やシンボルロ

ードの歴史的骨格を尊重すること、低・未利用地

や公共施設の跡地等の遊休資産を有効活用してい

くこと、そして歩いて楽しめる街づくりを進めて

いくための歩行者の回遊性を強化していくことを

設定するに至りました。 

（久米設計・石田氏） 

次に、コンセプトとアクションプランについて

お話します。我々は、前段の調査及び分析から５

つの核となる考え方を導き出しました。都市基盤、

自然環境、生活環境、産業創出、エリアマネジメ

ントの５つです。松戸の都市骨格や社会状況及び

松戸のブランディング戦略を踏まえたソフト的な

提案など、ハードからソフトまでを幅広くケアす

るこの５つに我々の提案は集約されます。 

 
まずは、１つ目の都市基盤について説明します。

まず、シンボルロードについては、現状の主な特

徴といえる駅前デッキの拡張をきっかけとして明

確な軸線をつくり、シンボル性を強化します。ま

た直交する主要な道との交点には通りごとの特色

を生かした広場を整備し、シンボルロードからの

にぎわいを波及します。回遊性という観点におい

ては、エリア内に点在する主要な拠点を結ぶ回遊

リングを設け、歩いて巡ることができる歩行者優
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先の道路として整備します。 

次に、自然環境です。まず、広域的に対象エリ

アを見てみると、江戸川対岸のみさと公園などか

ら江戸川、坂川、さらには２１世紀の森と広場ま

で続く緑の帯の中に立地しているといえます。こ

の特徴を生かして、回遊リング、新拠点までにつ

ながる緑地を形成することで、広大な緑の一部と

して松戸を位置づけ、生物と人が共生するうるお

いある市街地を形成します。エリア内においては、

シンボルロードにより、既存の緑地を接続し拡大

します。また回遊リングにおいては、隣接する敷

地に低・未利用地が多いことがわかっています。

これを利用として補助金を用いた個人緑化を促し、

郊外都市における緑化整備のモデルとなることも

期待しています。 

次に、生活環境です。まず駅周辺については、

回遊リングの内側を歩行者にやさしい街に再編、

歩いて街を巡るような商業施設整備の方向性とし、

柏、北千住のような大型商業施設との差別化を図

ります。また、主要な拠点のひとつである伊勢丹

跡地については、中心市街地に残る数少ない大規

模敷地であること、戸定邸などの観光資源に近い

ことを踏まえ、病院、観光施設、宿泊・滞在施設

が入る複合施設としてコンバージョンすることを

提案します。エリアからは外れますが、松戸の重

要な資源のひとつといえる戸定邸については見る

だけの施設から使える施設に再編し、松戸らしい

住む人と訪れる人との交流の場として活用します。 

次に、産業創出です。松戸には、都心で働いて

いた過去を持つ「知恵」を持った人が多数いると

考えられます。その「知恵」を活用し、産業を創

出すると同時に生きがいをもって働ける場の整備、

つまりアクティブシニア等の新たな雇用の場の創

出を提案します。具体的には、旧水戸街道沿いに

スタートアップ企業を誘致するクリエイティブヴ

ィレッジを整備します。小さな企業が集まり交流

しながら発展していくことで、よりクリエイティ

ブな場の創出を目指します。また、柏や北千住な

どの周辺都市には東京電機大学、東京大学といっ

た大学が集積しています。この連携しやすい環境

を生かして、駅前再開発エリアなどに事業創出支

援の拠点を設けます。 

次に、エリアマネジメントです。まず、仕組み

作りの準備段階としてエリアマネジメント組織を

作ります。最終的には民間の力で自発的にまちづ

くりを行うための準備です。エリアマネジメント

組織は、景観や広場のイベント活用など主体的に

街を使い、街づくりを先導していきます。これは、

公園にも同じことが言えます。近年増えてきてい

る仕組みですが、民間の収益施設を公園内に配置

し、公園の維持管理・利活用にも活用します。こ

れにより、公園の魅力向上を図るとともに行政の

維持管理費削減も図ります。 

以上がコンセプトとアクションプランになりま

す。 

 
次に、空間計画です。図に示す通り、シンボル

ロード、新拠点ゾーン、再開発エリアといったあ

らかじめ与えられた要素に対して、主要な拠点を

結ぶ形で設定された回遊リングを付加することで

我々の提案の骨子が出来上がります。本日は、こ

の４つを軸に空間計画をご説明いたします。 

まずは、シンボルロードについてお話します。

先に申しあげたとおり、直交する複数の特徴的な

軸との交点が提案の焦点となります。まず、伊勢

丹通りとの交点は駅前賑わいゾーンと名付けまし

た。旧水戸街道から駅までのシンボルロードは、

トランジットモールとするなど、交通結節機能と

の調和を図りながら西口再開発の広場を中心とし

た賑わいを効果的に演出する空間とします。旧水

戸街道との交点については文化交流ゾーンと名付

けました。市民劇場の建て替え時に広場を整備し、

文化的な空気を持つエリアの中心とします。坂川

との交点は自然体験ゾーンとしました。親水公園

を整備し松戸の特徴である身近な自然と触れ合え

る親水公園を整備します。また、隣接する小学校

や図書館跡地に計画した環境学習センターと連携

して、自然環境の維持・向上を図るための拠点と

します。 

次に、新拠点ゾーンです。全体の配置計画は、

このようになっています。考え方としては、まず

シンボルロードの終端部となる部分に象徴的な市

民広場を配置し、新たな市の顔となる広場としま

す。広場は、市役所、商業施設、大学等が一体的

に利用できる活動的な広場となります。シンボル

ロードからの接続はプラーレ松戸の建て替え時に

貫通通路を誘導します。一方南側には、松戸中央

公園の落ち着きある空間性を生かした憩いの場を

整備、カフェや図書館と連携した日常的に利用で

きる広場とします。また松戸中央公園の敷地と建

物建設地とは換地により都市計画的整合性を取り、
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斜面緑地の連続性向上による散策路としての魅力

向上も図ります。 

次に、再開発エリアです。既に現在検討が進め

られているエリアもある中で、効果的な貢献施設

誘導と周辺部との接続による機能連携をテーマと

しています。貢献施設誘導については、駅前デッ

キとエリア内の屋上デッキとの接続、あるいは、

伊勢丹通りなどの既存街路の貫通通路整備などを

誘導し、税制優遇などのインセンティブを与える

仕組みを構築します。大型ビジョンの設置など大

規模開発ならではの賑わいの演出、公共的な情報

発信なども望まれます。またスタートアップ企業

が参入できる区画を用意するなど、松戸ならでは

の商業体験の提供を目指します。 

最後に、回遊リングについてです。既存の道路

形状を極力生かしながら、市有地等の拠点を結ぶ

緑豊かな歩行者のための道路を整備します。沿道

の緑地拡大は、先にお話ししたとおりですが、回

遊リングを構成する各通りには、それぞれの特性

に合わせた整備をしていきます。旧水戸街道につ

いては歴史的骨格にふさわしい風格ある街並み、

東側道路についてはボンエルフと呼ばれる特殊な

道路形状を生かした整備、北側、南側の道路につ

いては公園や緑地などを生かしたうるおいある通

りを形成します。これらは、図のように景観整備

と歩道拡幅、緑地の拡大などを方針とした容積緩

和、高さ制限緩和などのインセンティブにより誘

導する手法を検討します。以上が空間計画の説明

になります。 

 
最後に松戸は、マッドシティなどの既存の街づ

くり促進も活気があり、先日には、都市再生緊急

整備地域の候補に指定されたこともあり、街づく

りの機運はこれ以上なく高まっている状況といえ

ます。今回の提案は、我々の考える松戸の将来像

を提示させていただきましたが、今後もぜひ皆さ

んと一緒に議論させていただき、大きなビジョン

と小さな活動がともに影響しあいながら進められ

ていく意義ある街づくりを提案するお手伝いがで

きたらと心から願っております。本日は、このよ

うな貴重な機会をいただきありがとうございまし

た。 

（コーディネーター・西村氏） 

どうもありがとうございました。これだけ総合

的な提案を作り上げるということは、すごいこと

だと思います。日常の業務もある中で、時間配分

や役割分担等はどのようにされたのでしょうか。 

（久米設計・岩倉氏） 

応募登録のあった昨年度の秋ごろから、メンバ

ー若手有志が集まっていたのですが、若手という

と色々な作業を通常の業務の中でふられる分があ

り、なかなか時間を確保するのは大変でした。年

明けくらいからガッとギアを入れて提案をしっか

りとまとめ上げていきました。 

（コーディネーター・西村氏） 

なるほど。ご提案から松戸のことを良くわかっ

ているなという印象を受けましたが、やはり現地

をいろいろ見たり調べたりされたのでしょうか。 

（久米設計・石田氏） 

最初に、このコンペの現地見学会に参加しまし

た。それに参加できなかったメンバーは後日松戸

に行かせてもらって、その時に調査だったり現地

の人にお話を聞かせていただいたりしました。 

（コーディネーター・西村氏） 

提案の中で、メインのシンボル軸だけでなく、

それに直交する個性的な軸や、松戸のまちの時代

的転換、そして最終的に回遊リングというどこに

も要求されていないものについて触れていました

が、それは、松戸を見ながらだんだんとそういう

ものが大事だということになっていったからなの

でしょうか。 

（久米設計・石田氏） 

回遊リングについて申し上げますと、地図等を

見ていてまちに拠点が点在していることがわかり、

それをシンボルロードと関係づけるというか、与

えられた構造の中に組み込むことができないかと

いうことを皆で考えたときに、この提案を思いつ

きました。 

（コーディネーター・西村氏） 

もうひとつは、松戸の中心部の課題としてなか

なか考え付かないことだと思うのですが、かなり

広域的に緑の軸というか生態系の軸、ネットワー

クを提案していますよね。それは、どういうとこ

ろから議論が生まれてきたのでしょうか。 

（久米設計・石田氏） 

計画を考えるときに１回引いた視点で見てみる

ことを我々心掛けているのですが、そのなかで航

空写真を見たときに、みさと公園の特徴的な緑の

帯が目に入って、さらに松戸の特徴でもある 21

世紀の森もあることから、緑というのが大きなテ

ーマとなるというのは分析から導き出していまし
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たが、それをさらに強化する、全体に広げるとい

うことでこういったテーマを思いつきました。 

（コーディネーター・西村氏） 

私も言いましたが、拠点ゾーンのところについ

て、せっかくの広いスペースを建物で分断してし

まっているのではないかということを指摘する人

もいましたが、そのあたりのデザインについてど

のように考えられましたか。 

（久米設計・石田氏） 

この配置計画については、プレゼンの中でもお

話しさせていただきましたが、まず２つのゾーン

に分けたというのがあります。シンボルロードを

受けるところに関しては活動的なイベントなどが

催されているイメージで作っています。一方で南

側については、かなり落ち着いた雰囲気のとても

豊かな空間だと現地に行って感じたので、そこを

日々の憩いの場と位置付けまして、計画ではカフ

ェ等も入って、計画が実現すれば現在とは少し雰

囲気も変わると思うのですが、そういった落ち着

きのある場にしようと考えて計画しました。 

（コーディネーター・西村氏） 

とても活動的な駅から来る軸を受けるような活

動的なところと落ち着いた雰囲気のある静かな緑

とを分けた方がいいという発想だったというわけ

ですね。 

大変総合的に街を考えてここまで提案してくれ

たというのは松戸の市民にとっても嬉しいことか

と思います。どうもありがとうございました。そ

れでは、次の大成建設のおふたりに提案の内容を

ご説明いただきたいと思います。 

（大成建設・石田氏） 

皆さんこんにちは。大成建設の石田と後藤で提

案をこれからご説明させていただきます。このよ

うな発表の機会を作っていただき、松戸市役所の

方ありがとうございます。 

まず、どういうメンバーで提案をしたかという

ことを紹介したいと思います。１０人で提案をさ

せていただきました。会社の中には、設計本部と

いうことで建築の設計を行う本部があるのですが、

その中に今、私も所属する建築・都市計画室とい

う都市計画をプランニングしたりデザインしたり

する部署がありまして、そのメンバーが７名、そ

れから都市開発本部という再開発を行ったり大型

開発を行ったりする本部がありますが、そこから

３人ということで構成しました。建築・都市計画

室の方は、例年このコンペに応募させていただい

ておりますが、その他は、社内公募を行いました。 

年代的には、５０前後が３人、４０前後が３人、

それから３０前後が４人ということで、３０前後

が中心なって作業を行い、私を含む５０、４０前

後の人は、３０前後のメンバーのサポートとして

動きました。１人は、松戸市在住で、また松戸に

縁があるメンバーが２人おりますが、残り７名は、

松戸にあまり来たことがないということで、松戸

を知っている人もいれば新鮮な目で見る人もいる、

そのようなメンバーで提案させていただきました。

このようなメンバーが、松戸の市内を歩いて特徴

的だと思った点を３つだけここではご紹介させて

いただきます。 

まずは、新拠点と位置付けられている高台の部

分ですが、ここは駅からとても近いにもかかわら

ず、緑豊かで、子どもが元気に動きまわっている、

とても魅力的な空間だということを感じました。

これは、この高台にあまり車が走っていないため

に、より親子が生き生きと活動できる場所になっ

ているのではと想像しますが、非常に駅から近い

ところにこれほど魅力的な場所がある街だという

ことで好印象を受けております。 

それから２つ目は、駅を降りて東側に延びてい

るデッキの空間、こちらが面白いということで挙

げさせていただきました。駅の改札を出て高台に

向かう高低差を処理するやり方として、デッキと

いう仕組みは面白いと、またこのようなデッキを

張ることで下の空間が死んでいるということもな

く、下は下で生きているというところが非常に興

味深く感じられたところです。 

それから西口の市街地も歴史的な街並みや川の

水辺の空間など魅力的なところがあるなか、 

 
特にこれは、現地説明会当日の夕方に撮った写真

なのですが、シンボル軸を通っていって河原に出

たとたんに、富士山の姿が非常に印象的に見えま

して、街中にいるとなかなか高い建物に囲まれて

こういう広いスケール感は味わえないのですが、

松戸自体はこういうポテンシャルを持っているの

だなというところが非常に新鮮な刺激をいただき

まして、これだけいろいろ手がかりのある街はな

かなかないのではないかということで、それらを

生かしていこうと議論を行っております。私たち

のチームも歴史を調べたり、他都市と比較したり

したのですが、このように感じたことを上手く最
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後まで生きた形で提案していきたいという思いか

ら提案させていただきました。では、具体的な内

容は後藤の方から説明させていただきます。 

（大成建設・後藤氏） 

それでは、具体的な内容について後藤の方から

ご説明させていただきます。まず私たちが、この

松戸の市街地の現状分析、課題をどのように捉え

たかご説明させていただきます。 

まず、一番骨格の部分ですが、この江戸川と旧

水戸街道の道路、常磐線、相模台の高台という南

北軸が主軸となった市街地構造の中で、東西軸と

いうものをもう少し強化した方が良いのではない

かということを課題と捉えました。 

２番目、地形につきましては、川と高台に挟ま

れていてどうしても市街地が広がりにくいという

都市の構造の中で、この江戸川と西口から広がる

市街地のレベルと、デッキのレベル、そして相模

台のレベルという４つの階層で街が成り立ってい

ると感じ、それらを上手くつなげていくことが一

体的なまちづくりにつながると考えました。 

３つ目、賑わいという点ですが、周辺の柏や北

千住といったあたりで駅前の開発が進んでいった

り、国道沿いに大きな商業施設ができたりという

ことで、どうしても中心市街地の元気というもの

がなかなか失われつつあるという状況のなか、段

階的に都市を更新していくことと新たに都市機能

を創出していくことが重要なのではないかと考え

ました。 

そして、自然という点につきましては、西村先

生のお話にもありましたが、やはりこれだけこの

広い範囲で、緑と水とまちが一体となっている市

街地というのはなかなか他にないポテンシャルで

すので、これを上手く街がつないでいくまちづく

りをしたらどうかと考えました。 

そして、最後に市民というところですが、松戸

市は、ＮＰＯ団体が千葉県で２番目に多いなど市

民活動が非常に活発な街ということで、より市民

の皆さんが主体的に活躍できる場づくりが必要な

のではないかと考えております。 

 
これらの課題を解決するために、私たちは、こ

の相模台と江戸川を回遊する新しい市街地の形成

をまちの将来像として捉えまして、その将来像を

作るために、まず１つ目に新拠点をいかに形成し

ていくか、そして２つ目に東西軸を強化していく

というところ、この２つのアクションプランで将

来像を生み出していこうと考えました。 

まず、新拠点の形成についての基本的なポイン

トなのですが、今の相模台のところに緑豊かな新

拠点「Stage」を形成します。具体的にはプラー

レ松戸を高台の地下空間として一体的に建て替え

ます。さらにその建て替えの中で今のペデストリ

アンデッキから相模台まで地下空間で直接アクセ

スできるようにします。 

３つ目として、市役所は、周辺の裁判所、法務

局といった公共施設に合わせてボリューム感を抑

え、より相模台全体を緑豊かで広々とした公園空

間として再編します。さらに地上と地下、公園機

能と様々な機能を結合させた新しい拠点を作って

いくというような考え方です。現状、このプラー

レがあることで相模台の豊かな緑が視認できない

状況ですが、商業施設を地下化するということ、

さらに屋上を斜面緑地化することで、駅東口を出

てすぐ緑を感じるような空間づくりができるので

はないかということを提案しています。 

さらに市街地のレベルから高台まで上がる動線

のところで現在あるバリアをしっかりとなくして

いくということで、一体的に街づくりができない

か、そして全体的にも斜面緑地というものを大事

にして緑とまちをつなげていくというような考え

方を基本としています。 

 
東西軸の強化につきましては、今の西口のバス

通りのところをシンボル軸「Runway」と捉えま

して、視線と歩行者の抜けをつくって、水と緑、

相模台と江戸川をつなぎ、賑わいを広げていく役

割を持たせます。そしてこちらの伊勢丹側の通り

もコミュニティ軸「Pathway」ということで市

民活動の創出や歩きたくなる環境づくり、そうい

った文化活動が行われるような軸を作りまして、

全体を回遊できるような街づくりが実現できない

かと考えました。具体的にシンボル軸につきまし

ては、先ほど少しご説明した市街地のレベルとデ
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ッキのレベルと相模台のレベル、この重なる部分

を上手くつなげていくことで、一体的な街づくり

ができないかという提案をさせていただいていま

す。 

ここから具体的な都市空間の提案について説明

いたします。まず東口から説明いたします。やは

り東口を出るとこのような斜面緑地、相模台の緑

を感じるような空間ができています。これは新し

くプラーレが建て替わったと想定していまして、

斜面緑地にもこのような商業施設を点在させ、デ

ッキレベルから直接奥の相模台につながるような

空間を整備して賑わいづくりとバリアフリーを実

現していくという考え方です。 

 
先ほどの相模台の断面図ですが、このまま直接

相模台のところに市民ホールを整備するという想

定で、気分によって斜面緑地を歩いたり、商業施

設を歩きながら上に行ったり、真っ直ぐ進んでか

ら上に行ったりということで様々なルートを設定

しています。地中プラザについては外気や光を感

じられるような地下の広場空間をつくります。 

さらに、市民ホールについても駅を出て真っ直

ぐ市民ホールまで行けるよう考え、地下化を提案

しております。市民ホール自体も採光、光を取り

入れる必要はございませんし、また空調負荷も大

きな建物ですので、環境面にも配慮しこういった

地下のプランを提案しています。相模台の地上部

分には、こういった広い空間と市民ホールのフラ

イタワー部分がありまして、ここで例えば映画祭

を行うこともできるというような空間を計画して

います。 

やはり私たちは、先ほど先生からご紹介いただ

きましたように新拠点のデザインに非常に力を入

れておりまして、全体的な構成としましては、北

側に市民ホールと美術ギャラリー、真ん中に中央

公園、そして南側に市庁舎、建て替えたプラーレ

に商業施設や図書館がテナントとして入るという

ような想定をしております。まさにこのような多

様な機能が公園を媒体として一体的に賑わいが創

出されていく空間づくりを想定しました。市役所

の方を見てみますと、ボリュームという点では周

りの公共施設に合わせていくということです。さ

らに地場産のレストランや大屋根広場などを設け

て、相模台全体でそういった賑わいの活動ができ

るような空間づくりを考慮しています。さらに市

街地に降りるためのバリアフリー動線を整備しま

す。また、駐車場ですが、いま相模台のところは、

通学路になっているので、安全性を考慮してこの

高台の下の部分に車路を作り、地下に駐車場を設

けて、新拠点全体の駐車場を市役所の下に整備す

るという考え方で提案をさせていただいておりま

す。 

そして、コミュニティ軸「Pathway」につい

てですが、市民会館の跡地は、子育てや科学、ア

ートをテーマとした施設、また、伊勢丹について

は、文化活動がより促進されるような機能を考え

ておりまして、いま現在も公園がありますが、水

と緑に触れられる空間づくりというものもコミュ

ニティ軸については整備していければと思い提案

をしております。 

そして、「Pathway」から江戸川を回遊してシ

ンボル軸、今の西口のバス通りにいきますと、こ

のように歩行者空間としてリニューアルされて、

オープンカフェやビアガーデンといったイベント

で賑わっている姿を絵に描いています。これをど

のように行うのかというような考え方ですが、ま

ず西口公園がありますが、それをこちらの再開発

の中で今のロータリーのところに移設します。そ

してロータリーを少し北側にあげます。バスのル

ートの動線を変更することで歩行者空間化すると

いう考え方で、また、歩行者空間化することでこ

ういったシンボル軸として軸線も通ってくるとい

う考え方です。東口も再開発に合わせてバスルー

トをワンウェイ化して、ここを少し広げてより効

率の良い駅前空間というものを提案しています。 

 
これが断面図ですが、ロータリーのところを公

園化することで、レベル差を上手くつなげること

が出来るのではないかということでこういった提

案をしています。 
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私たちは、やはり松戸の水とみどりとまちの距

離感というところを非常にポテンシャルだと捉え

ていまして、それを上手く新しく街を変えるとこ

ろでどうつないでいくかということに注力してこ

ういった将来像ができるのではないかということ

を提案させていただいたところです。以上です。 

（コーディネーター・西村氏） 

どうもありがとうございました。これはこれで

またとても説得力のあるプランだと思いませんか。

久米設計さんは、大きな回遊性だったのですが、

大成建設さんは「Runway」と「Pathway」と

いうシンボル軸と旧伊勢丹の裏側を通るような南

側の軸の２つをつくり、その２つを坂川がつなぐ

ことでひとつの回遊性を生みだしています。そし

て、それがまた中央公園のところともつながって

いるということです。 

このように非常に上手い提案をしてくれている

と思います。先ほども言いましたが、中央公園の

地下に駐車場や、車・人の道が計画されています。 

これがある意味魅力的なオープンスペースを作

り上げているわけですが、そこまでやって良いの

かというのが審査の段階で指摘されました。これ

をやるのは、それで良いけれど、地下を自由に使

えるのだったら提案としてずるいのではないかと

いうことなのですが、そのあたりの地下のアイデ

アが生まれたところ、そして議論の中ではどうい

うふうに地下案がここまで広がったのでしょうか。

そのあたりお答えいただければと思います。 

（大成建設・石田氏） 

地下を利用することの是非に関しては、あまり

メンバーの中では議論にならず、ここを使ってい

くことが松戸の将来にとってとても重要なこと、

多少お金はかかるかもしれないですが正しい空間

の使い方ではないかということで、地下案を採用

することについて、あまり抵抗感はありませんで

した。なおかつ、この会場の建物も特に外気や窓

からの採光をそれほど必要としているわけではな

く、良く考えてみると商業施設も市民ホールも駐

車場も別に地上になくても良いものが結構あると

いうことにも気づきまして、そういった支障がな

いものを埋め込んでいきました。また、車につい

ては、高台にできるだけ入れないで処理できない

かということで地下にまとめさせていただいてお

ります。 

（コーディネーター・西村氏） 

なるほど。確かに実は、地下をこれほど使って

いる案は全くなくて、ある意味すごい発見といい

ますか、地下を使えば色々なことが解決できるの

だということを提案してくれたという意味では、

非常にユニークな案です。今のお話を伺っている

と、課題の解決策として地下化が発想できればそ

の先は、割と自然にいくのではと思います。特に

まちの東側へ出るには、必ずしも地下に行かなく

ても、相模台の斜面を登っても良いと、そういう

意味では、地下を通ることは強制されていないい

くつかの選択肢のひとつになるのですね。 

それからもうひとつ、西口に関して歩行者道路

化をするということでバスのルートを大きく変え

たりという意味では交通計画の提案をかなり本格

的にやられている。それも他にない、とても特色

あることだと思います。なかなか今駅前のところ

に走っているバスを大きく動かすというのも他に

ない提案ですが、どういうところからこのような

発想が生まれてきてくるのでしょうか。 

（大成建設・後藤氏） 

やはり今回のコンペの課題として、シンボル軸

をどう作っていくかというようなひとつ大きな課

題がございまして、それを本当にシンボル軸、松

戸のシンボルとして整備していくためには、やは

り完全に歩行者空間として軸を１本通すというよ

うなことを何とかできないかと考えました。西口

では勉強会をしていると聞いておりましたので、

そのあたりの再開発とからめれば、少し大きな範

囲にはなりますが、変えようと思えばここまでで

きると考えました。ここでもシンボル軸をしっか

りと作っていくという前提に立てば、こういった

やり方であれば本当に出来るのではないかと考え

て、少し大きな話ですが、提案させていただきま

した。 

（コーディネーター・西村氏） 

最初にやはりここをどうしても歩行者専用道路

化したいというのがあって、それを実現するため

には何ができるかということで考えられたという

ことでしょうか。なるほど。東口はどうでしょう

か。東口も少し大きなバスのルートの変更が提案

されていますが。 

（大成建設・後藤氏） 

東口は、現在交通のロータリーという部分が非

常に狭い状況で、調べると都市計画では、線は、

決まっているみたいなのですが、こちらも今再開

発を検討しているのであれば、大きくロータリー

という形でなくて、周りに少し道路を広げていく

ような形での整備を提案しました。よくバスが片

側によって、ワンウェイで歩道上に止まる形のロ

ータリーといいますか、そういった駅前というの

もありますので、逆に広く駅前のロータリーを作

るという考えではなくて、線的にそういった機能

を作っていって、デッキからすぐ建物に行けるこ

となど、より街と近い関係性、なるべく人が歩い

て楽しめる空間を作っていきたいと思い、こちら

は、ロータリーではなくワンウェイで考えました。 

（コーディネーター・西村氏） 
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だから西口と東口で答えが違っているという感
じですね。東口は、今のようにビルがデッキに近
いのも面白いのではないかということから発想さ
れているということでしょうか。 
（大成建設・後藤氏） 

そうです。やはり相模台があることで、街が物
理的に広がりにくいので、なるべく平面的にはう
まく使っていった方が良いということです。 
（コーディネーター・西村氏） 

ありがとうございます。とてもこれも魅力的な
提案だと思います。では続きまして、社会環境設
計室の金城さんの発表に移りたいと思います。 
（社会環境設計室・金城氏） 

金城と申します。このような発表の場をいただ
き、誠にありがとうございます。私は、「段丘の
結び目」というテーマで提案いたしました。 

ここでの「結び目」は、様々な意味を持ってお
ります。現在松戸駅周辺の、西口公園や中央公園
では様々なイベントが行われております。そこへ
周辺の既存施設を活用しながら、回遊性を促す施
設配置の提案を考えました。また、民間活力と市
民活力を生かしながら、段階的かつ複合的な組織
による事業計画で、街の回遊性を促します。 

駅周辺では、様々な活動が行われている一方で、
公共公益施設が分散しております。そこでわたく
しが主に着目したところが、現在中央公園がある
段丘とその周辺です。景観と交通の観点からも、
段丘が長所・短所を含め、この地域の個性を形成
しています。 

しかし、交通の便が悪い一方で、東口側の段丘
に市庁舎を配置するという要求は、難しいと考え
ました。そこで合理的にかつ市民活動を楽しくで
きるような、段丘の繋げ方、自転車・歩行者の経
路を考えることが重要だと考えました。いくつか
のダイアログにまとめる形式で提案概要を説明し
ます。 

まず、駅につながる市庁舎と市民会館、そこに
ついては東口駅前にロータリーを整備し、駅やバ
ス停から市庁舎・市民会館へ直接アクセスできる
ようにしました。また「松戸ヒルステップ」と命
名した、中央公園へジグザクに登っていく階段状
の公園が、市庁舎の窓口と市民会館のホワイエを
つなげます。終日にぎわいが生まれます。 

 
駅前のバスターミナルから見たイメージです。 

 
市庁舎窓口のイメージです。段丘の高低差を利

用し、行政棟、議会棟、窓口部分、さらには、市

民会館と西口駅前広場に連結した利便性の高い地

下駐車場が段丘と駅前広場を繋げます。アクセス

の向上を図ります。中央公園、松戸ヒルステップ、

東口駅前広場は、日常と非日常が交差する市民に

開かれたオープンスペースとなります。市民会館

のホワイエは、このような人々が行き交う場とな

り、東口と西口をまたいで、ループ状のデッキを

設けます。 

 
松戸ヒルステップへとつながる通路状駅前広場

とバス停のイメージ図です。これらは、短期から

中期計画にて行います。 

次に、松戸らしい景観。話は、飛びますが、駅

前の段丘の周辺には谷戸、谷のようなところ、地

域が広がり、傾斜地の自然景観と住宅街が広がっ

ています。これらが孤立した景観にならぬよう、

谷戸と駅前の再開発を繋げます。また、中央公園

周辺における駐輪場の集中を避けるため、線路を

またいで東西に自転車・歩行者専用のデッキをか

けます。経路の選択が多い動線をつくります。 

次に、通りをつなげる吹き抜けについて説明し

ます。西口の伊勢丹跡は、通りを貫くように減築

による吹き抜けを設け、コンバージョン・リフォ

ームによって再利用します。線路をまたいで東西

を結ぶ自転車・歩行者デッキを上階につなげ、一

部を駐輪場として活用します。交流スペースの他、

子育てや食生活・健康に関わる様々な機能を誘致

します。 



16 

 

 
減築した吹き抜けを南側から見たイメージです。 

 
北側から見たイメージです。これらは、短期か

ら中期計画にて行います。 

次に、東口とつながる西口公園の中庭について

です。一方で、西口公園周辺は再開発により、ク

リエイティブなイノベーションエリアとし、オフ

ィスや宿泊施設を配置します。 

 
西口市街地再開発を駅前から俯瞰したイメージ

です。西口公園は、市街地再開発により中庭のよ

うな位置づけとし、東口側から西口公園まで伸び

るデッキと、地下の駐輪場をスロープで繋げます。

伊勢丹跡のコンバージョンと西口市街地再開発に

より、南北の歩行空間の利便性が高まります。ア

ーティストインレジデンスやリノベーションまち

づくり等、既存の活動とも連携を図ります。これ

は、中期から長期計画にて行います。 

好奇心を育むエリアについてです。また、中央

公園南側には、メディアセンターや図書館、プラ

ネタリウムなどを新設します。周囲の小中学校と

の連携を試みます。また、中央公園から通り抜け

られるガレリアから、現在孤立している相模台公

園が繋がります。児童公園から下る傾斜地には、

壁一面本棚の切り通し図書館を設けます。 

子どもたちの好奇心と想像力を育むエリアです。

郷土に関する本を選びながら相模台公園に登るこ

とができます。 

生き甲斐を感じるエリアについて話します。市

民会館跡地は、福祉関連施設として活用し、切り

通し図書館、伊勢丹跡のコンバージョンと連携さ

せます。子ども達との交流も可能となり、高齢者

が生き甲斐を感じる場です。 

 
施設を南側から見たイメージです。中期計画で

活動拠点と場所性の演出を試みます。 

鎮守の森につながる景観についてです。市庁舎

跡地は、主に駅前への車両侵入を緩和すべく、立

体駐車場の整備、集合住宅を建て、周囲の鎮守の

森と繋がった公園・緑道を連ねます。林立する周

囲の集合住宅との緩衝緑地とします。同時に市庁

舎跡地の周囲も整備し、駅前への車両侵入を緩和

すべく、一般車両のロータリー、地下駐輪場など

のコンパクトな交通結節点を設けます。これらは、

短期から中期計画ですすめ、交通結節点の強化と

拠点機能間の連結を強化します。市庁舎跡地利用

及び交通結節点と、市民会館跡地の福祉施設の整

備によって、既設のコミュニティ道路が活用され、

東口駅前の歩行者デッキから周囲のグランドレベ

ル、地上への人の流れが促されます。 

回遊を促す施設の配置について、現在、郊外に

宅地や商業施設が広がりつつあります。一方で、

松戸駅前については、郊外とは異なった景観を形

成しながら、松戸駅周辺らしさを提案すべきでは

ないかと考えました。このような施設の再配置と

跡地利用によって、谷戸との繋がりと回遊性の骨

格が形成され、周囲の谷戸からつながるライン、

線と、施設の再配置によるループ、輪が、市庁舎

と市民会館、さらには、段丘上の中央公園、駅前

広場、江戸川まで伸びるシンボルロードを繋げま

す。集いの場としての段丘につながる「松戸ヒル

ステップ」が、街全体の「結び目」となります。

加えてそれは、市庁舎と市民会館のつながり、つ

まり「段丘の結び目」は市民活動の「結び目」で

もあります。また、戸定邸庭園の緑地へと視線が

見え隠れする景観を意識します。 
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最後になりますが、本提案では、沿線による分

断と、段丘周辺に連なる建築物による分断の 2

つの分断要素を発見し、これらを解消する跡地活

用と、松戸駅周辺に複数の回遊性を促すための活

動の場および施設配置を提案いたしました。本提

案は、一見、大規模な再開発ですが、市民のイベ

ントが行われているオープンスペースや、関連施

設のつながり、さらには、段丘等の地形や土地利

用を、再構成したものです。そのことによって、

各々の活動の場をより強固な繋がりにでき、松戸

駅周辺らしい街づくりになるのではないかと考え

ました。 

以上で発表を終わります。ありがとうございま

した。 

（コーディネーター・西村氏） 

どうもありがとうございました。最初にお伺い

したいのはどういうチーム、体制で提案されたの

ですか。 

（社会環境設計室・金城氏） 

１人でやりました。 

（コーディネーター・西村氏） 

これ全てのものをひとりで考えられたのですか。

それはすごいですね。金城さんは、松戸とはこれ

まで何かご縁があったのですか。 

（社会環境設計室・金城氏） 

東京芸大出身なので、松戸に住むか取手に住む

か、物件を探したということはあります。申しわ

けないのですが、それ以外には、特に縁というも

のはありません。 

しかし、縁はないのですが、私は高低差がとて

も好きで、段丘や地形といった松戸らしい景観等

が個人的にはまりまして、コンペに提案を出すか

どうか考えていなかったのですが、応募しました。 

（コーディネーター・西村氏） 

段丘や谷戸ということにとてもこだわっていま

すよね。この段丘の結び目という提案のタイトル

はここにあるヒルステップというものが、ちょう

ど結び目になるというところからきているのです

ね。 

（社会環境設計室・金城氏） 

ヒルステップというとランドスケープデザイン

をされている方は、ご存知だと思いますが、ロサ

ンゼルスにあるバンカーヒルステップというロー

レンスハルプリンというランドスケープデザイナ

ーが作った段丘に上っていく素敵な階段から名付

けました。 

（コーディネーター・西村氏） 

とてもユニークなのは、ほかの提案は、大体段

丘の上にものが建っているわけですが、この提案

は、段丘そのものが施設になっていて、そこがヒ

ルステップということで登っていけるようになっ

ているところです。だから段丘が結び目であると

いうことですね。ここがとてもユニークな、そし

てちょうど駅から降りた正面にあるということで

象徴的でもあります。 

あと、谷戸ということで、谷戸にもとてもこだ

わっていらっしゃるわけですが、現実的には谷戸

は住宅地ですよね。そことつながるというのは具

体的にはどのようなことをイメージされているの

でしょうか。 

（社会環境設計室・金城氏） 

やはり自転車でいらっしゃる方は、段丘、相模

台の方に登って自転車を置き、商業施設を通り抜

けて駅前に行くのですが、傾斜地の自然景観も市

民の方に感じて欲しいということもありまして、

谷戸だけがどうしても孤立している感じがしたの

で、やはり谷戸に降りて、自転車を使って駅前に

行くという方が実は近いのではないかとか、直接、

自転車で常磐線の線路を渡って西口駅前再開発地

域にも行けるので、利用の選択性が増えるのでは

ないかというところに着目しました。 

（コーディネーター・西村氏） 

地形に逆らわず流れるようにいくとちょうど駅

前まで行くという感じなのでしょうか。あともう

ひとつは、６号線、東の方まで分析や色々なネッ

トワークを考えられていますよね。その部分、ほ

かのチームは段丘で終わりなのですが、そこまで

目がいったというのは、なぜなのでしょうか。 

（社会環境設計室・金城氏） 

このような図を描いてみると、段丘があるおか

げで道路が通せないというのが見えてきます。６

号線から幹線道路が通しにくい。もちろん相模台

にある既存の道路を拡幅して使うという方法もあ

ると思うのですが、道路を通すというのをいきな

り提案するのは私にとっては難しかったので、自

転車や歩行者を優先とした、歩いて楽しい街にし

た方が良いのではないかと、ここのエリアの特徴

として感じました。あと６号線は、交通量の多い

ロードサイドビジネスの店舗がたくさんあるので

すが、そこに段丘の緑地がすれすれで接していて、

そのコントラストが不思議な感じがしたので、提

案に入れました。 

（コーディネーター・西村氏） 

ある意味、段丘の東のエッジを考えることで、

段丘の特性も見えてくるという感じなのでしょう

か。そういうことがこの図面を見ても感じられま

すよね。そういう分析をされたんだろうなと思い

ます。あと私も話しましたが、遠くからパースで

見ると、多くの高層ビルが建っていて、高層礼賛

の計画なのではないかと感じるのですが、その辺

に関してはどうでしょうか。 

（社会環境設計室・金城氏） 
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最初は、低いビルを計画していました。図面の

ビルは、２０階建くらいなのですが、市庁舎のと

ころの高層棟だけで３万平米くらいです。要求が

５万平米なので、ちょうどこれくらいの大きさな

のではということで建ててみると市庁舎だけが高

くて、バランス的に悪いといいますか、松戸駅は、

都市の入り口なので、やはりゲート性というか、

そういう景観が必要ではないかと考えました。 

もうひとつは、先生が仰っていたように、バー

チャル空間をただ出力しただけなのですが、図面

の影も実際に座標を打って、その時間の日陰がシ

ミュレーションされています。私は、沖縄出身で、

影を作りたいという思いがあるのですが、シミュ

レーションをやっていくと、実は、図面の市役所

のあるところに西日が入ってくるということがわ

かりまして、そうすると建物を建てて影を作ろう、

木を植えて影を作ろうと考え、高層ビルを提案し

ました。 

（コーディネーター・西村氏） 

ヒルステップに影が落ちるようなことを考える

とこのような形になるということでしょうか。 

（社会環境設計室・金城氏） 

影は出来ますが、もちろん朝日は入ってきます。 

（コーディネーター・西村氏） 

先ほどおっしゃったようにバーチャル空間から

ひとつの図面を作られたわけですね。それを色々

な形で出力して、様々なテーマに合わせて計画さ

れています。そういった発想も今まであまりない

ので、面白いというのが審査員の皆さんの感想で

した。ありがとうございます。それでは、最後、

松戸市長特別賞を受賞した東大のおふたりにプレ

ゼンテーションしていただきたいと思います。 

（東京大学・中戸氏） 

東京大学大学院都市工学専攻から発表をさせて

いただきます。最初に自己紹介をさせていただき

ます。 

大学については、建築でも土木でもなく都市を

専門に扱うところに所属していまして、メンバー

に関しては、修士２人を含め学生が４人、同じ研

究室に研究員として働いている人が１人の５名で

参加させていただきました。このコンペに関しま

しては、先ほど西村先生もお話しされていたよう

に、都市を扱う珍しいコンペでもありまして、ま

さに我々の研究室、研究に近いものだったので、

参加させていただきました。 

個人的なことを話しますと、メンバーのうち数

名は、２年前にもこのコンペに参加していまして、

そのコンペでは、受賞はできなかったのですが、

今回受賞出来まして、このようにプロの方々と並

んで発表できる機会をいただきまして光栄に思っ

ております。具体的な提案等については新妻の方

から説明いたします。 

（東京大学・新妻氏） 

私たちの提案は、「寄る辺の津、いざなう瀬」

というタイトルですが、まずは、今回の提案のキ

ーワードともいえます「津」と「瀬」について簡

単にご説明させていただきます。 

「津」は、一説によると「松戸」の地名の由来

にもなっている言葉ですが、今回の提案では、

「津」は人々が訪れ、とどまり、また別の場所へ

と人々が流れる「つどい場」という意味で、「瀬」

は人々が行き交い、次なる行き先を目指して進ん

でいく通い路、という意味で用いたいと思います。 

本日の発表は、以上 2 つの言葉を軸に、対象

エリアの分析、それを踏まえたコンセプトやデザ

インの提案という構成になっております。 

 
まず初めに、私たちが調べた歴史的変遷と近年

の趨向という２つの視点から分析を行います。 

地区分析の最初のステップとして、対象エリア

が、どのように「津」としての役割を担い、「瀬」

を生じさせてきたのか、まちの歴史を解釈してい

きました。江戸時代、対象エリアは、水戸街道の

2 番目の宿場町で、江戸川に面する物資集散地、

江戸への渡し場として機能していきました。時代

は下り、高度成長期に市域全体が住宅地として発

展し、常磐線・新京成線という２つの鉄道、「瀬」

が形成される中で、都心へ向かう鉄道の乗換駅と

しての松戸駅とその周辺である対象エリアが「津」

として発展していきました。そのような時代背景

の中、発展した対象エリアですが、現在は、郊外

住宅地からの通勤・通学者の減少や、駅周辺での

集合住宅の増加という状況にあります。 

続いて、居住と商業の近年の動きについてご説

明します。現在の対象エリア周辺には、このよう

に各地に 100 戸以上のマンションや、多数のア

パートが存在しています。また、商業の面では、

郊外の大型ショッピングセンターが賑わう一方で、

伊勢丹の閉店やダイエーの改修など、ニーズの変

化が起こりつつあるといえます。 

以上の 2 つの分析から、私たちは、これから

の対象エリアでは、エリア内で住まい、暮らす人

を意識した、駅中心思考ではない、より細やかな
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都市デザインが必要と考えました。 

続きまして、分析を踏まえた提案に移ります。

提案パートの前半は、提案のコンセプトからそれ

を実現する手法といった全体のシステムについて

ご説明します。 

 
提案のコンセプトは、新たな「津」と「瀬」で、

まちをより身近なものである、寄る辺としていく

ということです。これまでの「津」は、渡し場や

宿場町、乗換駅といったものを指していて、それ

らが物資や人の中継地・集散地として、２つの圏

域を繋ぐ機能をもっていました。それに対し、こ

れまでの「瀬」は、物資や人の輸送路と輸送機関

のことを指し、河川と船、街道と馬・籠、線路と

列車が、遠く離れた場所を結ぶ役割を果たしてき

ました。 

これまでの松戸中心市街地を形成してきた、

「津」と「瀬」の歴史を踏まえつつ、両者を再解

釈してヒューマンスケールのまちを作っていきた

いと思っています。新たな「津」は、まちの機能

が多様化する今、広域的な「津」の中で生活の拠

点となる場所で、人々が憩い、滞留し、歩いて巡

ることのできるヒューマンスケールの空間としま

す。新たな「瀬」は、歩道・ペデストリアンデッ

キなど、人が快適に歩ける路と捉え、そうするこ

とで「瀬」は「津」を結ぶことで回遊性をもたら

し、松戸の街の持つ文化性を再発見するきっかけ

となります。 

 
対象地区のネットワークの考え方についてご説

明します。市役所跡地や新拠点ゾーンなど、まと

まって使える敷地がいくつかあるので、ここに新

たな「津」をつくることから新たなまちづくりを

始ようと考えています。 

また、「瀬」の計画に関しては、「津」を結ぶ

こと、歩車分離を実現すること、連続性を意識し

た緑のネットワークを意識して考えていきました。 

続いて、提案において想定した生活者像につい

てご説明します。今回の提案では、3 つの生活者

像を想定し、それぞれに応じた提案を考えました。

3 つの生活者像とは、対象地区に家を持つ「住ま

う人」、通勤通学・買い物で日常的に利用する

「暮らす人」、さらに文化施設や買い回り品の買

い物など、非日常的に利用する「訪ねる人」です。

「住まう人」に対しては、まちでの消費行動や、

地域とのかかわりを充実させるべく、まち全体を

享受するような暮らしや公共空間のあり方を提案

し、「暮らす人」に対しては、「津」における施

設の再編などで回遊・滞留するきっかけを作り、

「訪ねる人」に対しては、行政・商業・文化面で

の拠点性を利用し、まちでの消費につなげるよう

な施策を行っていきます。 

 
最後に、事業手法についてです。滞留空間と拠

点という、2 つの性格を持つ新たな「津」を、ど

のように整備するか考えました。場所の特性に合

わせてシンプルな手法で整備する、というのが基

本方針です。商業施設では、建て替えや機能更新

が必要な中、再編の際にはオープンスペースを有

効に組み合わせることで豊かな都市空間を創出す

ることを目標に、オープンスペースの維持管理を

条件として初期投資の支援を行います。公共用地

では、オープンスペースの維持管理が難しいこと

から、開発にオープンスペースを組み込むことに

より、物件としての価値を向上させることを目標

に、商業施設や民間開発業者を指定管理者として

指名し、維持管理を行ってもらうという施策を行

います。 

提案の後半部分に移ります。先ほど説明したコ

ンセプトの下、実際にどのようなまちを描いてい

くのかご説明します。 

全体計画についてご説明します。「津」の整備

の際のルールでは、再開発に合わせ、動線を確保
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する。オープンスペースを設置する、樹木等の植

栽の保全を行うこととします。これに対して、

「瀬」の整備の際のルールでは、「津」の開発に

合わせ、接続性を意識すること。歩行者が回遊空

間として享受できること。台地や川沿いの緑、街

路樹を連続してつなぐ緑のネットワークを構築す

ることとします。全体計画図は、お手元の資料を

ご参照ください。 

「津」と「瀬」、それぞれの詳細計画について

ご説明します。 

最初に相模台の崖部の「津」についてです。現

状の課題として、相模台の河岸段丘によって新拠

点ゾーンと駅前の市街地は分断されていることと、

崖線に沿って商業施設や住宅が並び、自然地形を

認知しにくいことが挙げられます。提案では、相

模台上下を結ぶ動線をスムーズに接続することと、

相模台の地形を回復することを目指し、既存の樹

木を残しながら、相模台の崖線に沿って段上であ

る商業施設を設計しました。低層部には、駅前や

周辺に「住まう人」、「暮らす人」向けの商業店

舗を配置します。屋上部には、松戸のまちや江戸

川が一望できる屋外テラスやオープンカフェを設

置し、訪れた人がここで充実した時間を過ごせる

ようにしました。

 
相模台の上での「津」に関して、相模台は、シ

ンボル軸及び南北方向への動線を確保した上で、

それぞれのエリアの特徴に合わせたゾーニング及

び設計を行っていきます。南側は、地形と既存樹

木を最大限に活用して図書館などの文化施設を配

置していきます。図書館北側には、周辺大学の学

生や周辺住民のためのコワーキングスペースを設

けます。シンボル軸沿道には、多くの集客が見込

まれる商業施設・市庁舎・大ホールなどを置きま

す。 

ここでは、商業施設での収益が公共施設の運営

に充てられるようにします。また、既存道路を地

下化し、シンボル軸との交点にロータリーを設置

して、東口発着のバスを一部移転するなど、アク

セスにも工夫を施します。 

市役所が移転した跡の跡地では、住民のための

公共機能の器として再設計します。市の保有地で

あることを生かしまして、一部敷地の開発をディ

ベロッパーに許可しながら、一方で公共機能の充

実と公園の維持を図ります。高台のため自動車道

路から離れていることから、子ども達が安全に遊

べる公園や、建物の１階・２階部分に幼稚園や高

齢者福祉施設を設置するなど、公共的な機能や憩

うための機能を導入します。住居部分の低層部は

サービス付き高齢者向け住宅とし、高層部は、デ

ィベロッパーの裁量で一般的な住宅としていきま

す。 

伊勢丹店舗の跡地では、隣接する松戸ビルと共

に建て替えを行い、既存の商店街や坂川に整備さ

れた公園をゆるやかに繋ぐ動線を確保し、線路を

越える歩道橋へのアクセスにも配慮します。低層

階は、飲食店等の商業テナント、中層階は、オフ

ィス、上層階には、都心直結ながら家賃が比較的

安いことからウィークリーマンションを組み込み、

多様な利用者層の「瀬」を組み込みます。 

続いて、「瀬」についてです。シンボル軸は、

「津」や江戸川への歩行者流動を広げる根幹とな

る軸です。シンボル軸沿いの交差点に、「津」へ

歩行者を導くような「まちかど広場」を整備しま

す。シンボル軸と坂川の交点には、２つの橋詰広

場を同様に整備し、広場には、ベンチや樹木によ

る滞留空間を整備するとともに、シンボル軸上の

良好な歩行環境を確保します。松戸駅に近いエリ

アでは、一部車道幅員を縮小し、オープンカフェ

や駐輪スペースを設置し、沿道建物の１階は開口

性の高い用途として賑わいを演出します。また、

通り全体を通して、街路灯や並木の設置、民地を

含めた舗装の統一を誘導し、シンボル性を高めて

いきます。 

 
最後に、シンボル軸以外における「瀬」への施

策についてです。例えばバリアフリーに対応し、

ひと休みできる滞留空間を設けた跨線橋を設ける

など、歩行者のための空間整備を各地で行います。

また、歴史的・文化的資源に「瀬」を引き込み、

それらの資源に深みをもたせるといったように、

各地で細かな施策を行っていきます。 

説明は以上です。このように、新たな「津」と
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「瀬」によって、松戸らしさを未来へと継承する

まちづくりについてのご提案をさせていただきま

した。ご清聴ありがとうございました。 

（コーディネーター・西村氏） 

どうもありがとうございました。大学院生のチ

ームということですが、社会人に比べて時間に余

裕があるので、やはり提案には、長期間かけられ

たのでしょうか。 

（東京大学・新妻氏） 

秋口に５人全員で松戸を訪れ、現地をまわった

のですが、メンバーの１人が途中で留学したため、

メンバー全員が揃った年明けごろから本格的に取

り掛かり、春休みの期間に集中して取り組みまし

た。 

（コーディネーター・西村氏） 

松戸にはどれくらい行かれましたか。 

（東京大学・新妻氏） 

全員で行くことが出来たのは１回だけなのです

が、近くに住んでいる者もいたので、各自で時間

のある時に見て回るという形を取りました。 

（コーディネーター・西村氏） 

「津」と「瀬」というのは理屈っぽいと感じて

しまったのですが、一言でいうと「津」というの

は、拠点のようなもので、「瀬」というのは、結

節点のようなものなのでしょうか。そしてもう一

度新しい「津」と「瀬」の創出を提案したいとい

うことと考えれば良いのでしょうか。 

（東京大学・新妻氏） 

そういうことです。 

（コーディネーター・西村氏） 

他のチームは、どちらかというと段丘とか地形

的なところを手掛かりにしているものが多いので

すが、とても概念的ですよね。「津」と「瀬」と

いう言葉を提案のキーワードにしようという考え

方は、どのようなところから生まれたのでしょう

か。 

（東京大学・中戸氏） 

最初のきっかけは、松戸の地名の由来である

「馬津郷」という言葉と物資の集散地であったと

いう歴史性からです。そこから「津」と「瀬」と

いう言葉が出てきました。そして入れ子構造のよ

うな新しく大きな「津」の中に小さな「津」と

「瀬」があるという構造を提案すれば、ヒューマ

ンスケールの提案になっていくのではと考え進め

ました。 

（コーディネーター・西村氏） 

例えばペデストリアンデッキ等は、新しい「瀬」

とするということですね。 

（東京大学・中戸氏） 

既存のそういった施設も生かしてセットとして

活用していくということです。 

（コーディネーター・西村氏） 

もうひとつは、駅周辺志向ではない街づくりを

提唱していますが、これは、具体的にはどのよう

なことを行うイメージなのでしょうか。 

（東京大学・中戸氏） 

これからおそらく松戸駅の利用者が減っていく

なかで、今までは、駅にアトレ等の商業施設が集

積していますが、それをあえて小さな「津」に分

散させていくことで街の回遊性を高めるというイ

メージです。駅集約型へのアンチテーゼ的なこと

も考えて、駅ではなく周りに施設を配置していき

ました。 

（コーディネーター・西村氏） 

やはりこれからの街の在り方として、通勤など

ではない拠点にするということですね。ありがと

うございます。 

４チームすべての発表と質疑応答が終わりまし

たが、市長にご感想をお聞きしたいと思います。 

（松戸市長） 

提案者の方々ありがとうございました。大変よ

く調べられ、考えられていると思いました。松戸

市の駅前の開発・街を考えたときに、西に江戸川

があり、街の中心に常磐線が通り東西を分断して

いて、その東側に段丘があって、街の広がりとい

う意味では、制約が多すぎて、そういった特徴は、

街が広がらない弱点だという認識が今まであった

のですが、東京の近くでこれほど緑もあって川も

段丘もあって、変化の富んだ土地で、富士山も望

めることができ、見晴らしも高いところから見れ

ば非常に良いということで、こういった特徴にあ

った街づくりを行えば、弱点が松戸の他にないよ

うな魅力・良さになるのではないかと思いました。

そしてそういった街づくりをぜひ行っていきたい

と思っています。 

今日様々なアイデアが集まったわけですが、例

えば久米設計さんであれば総合的な街づくりの回

遊からいろいろなことを、それから大成建設さん

の場合には、低いところから段丘までを通る地下

道を通し全体を作り直すというアイデアがあり、

本当に面白かったですし、これからも我々が検討

するに際し、とても参考になったと思います。あ

りがとうございました。 

（コーディネーター・西村氏） 

松戸市長特別賞を市として選ばれた理由をお伺

いします。 

（松戸市長） 

市の職員が中心となって選んだのですが、他の

提案と異なり、松戸の街の歴史を中心として街づ

くりを考えているという点で選びました。 

（コーディネーター・西村氏） 

補足説明や他の提案を聞いて考えた点等があれ
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ば簡単にコメントをお願いします。まずは、久米

設計のおふたりお願いします。 

（久米設計・岩倉氏） 

我々の提案は総合的な提案になっており、細か

いところを詰め切れてない点がありましたが、他

の団体の提案は、技術的に可能なのかということ

等も含めてしっかりと詰め切れていて、とても参

考になりました。また私自身の刺激になったと強

く感じています。今回我々若手６名で集まり、力

試し的に挑戦したのですが、良い思い出になりつ

つも我々の提案自体ももう少し深めていって、実

現性やコストを考慮した提案にさらにもうワンラ

ウンド、深める機会があればと思います。 

（久米設計・石田氏） 

私も同じようなことを提案を聞いて思っていま

す。具体的には、西口の交通結節点の話等は、大

成建設さんであれば再開発の方に組み込まれたよ

うに、我々も同じようなことができたのではとい

うように思うのですが、なかなか実現性のところ

まで考えきれず、そこが我々の足りないところだ

ったと考えています。 

（コーディネーター・西村氏） 

大成建設のおふたりいかがでしょうか 

（大成建設・石田氏） 

私からは、西村先生からお話しがありました今

の市役所の場所をどうするかという点について説

明したいと思います。戸定邸と相模台、そして３

つ目の高台として、かなり重要な場所だという認

識は議論の中でありました。この場所は、長い目

で見るとまた次の世代の市役所の土地として使う

など、公共性の高い場所として大切に使っていく

べきかなと感じました。また、提案の中では、宿

場町の街並みや坂川の水辺など、もっと取り上げ

るべきところがあったかなと思っておりますので、

またいろいろと考えていきたいと思います。 

（大成建設・後藤氏） 

今日は、皆さんの紙だけではわからない考えが

非常によくわかって、皆さんすごい提案だなと思

いました。私自身が松戸出身者でして、育った場

所ということもありますし、今住んでもいますの

で、非常に愛が強いということもありまして、今

回の提案でもその愛が少しでも伝われば良いなと

思います。 

（コーディネーター・西村氏） 

この提案者の中で唯一の松戸出身者ということ

で、ひとつお伺いしますが、市民としてみたとき

と提案者としてみたときでは、見方・目線という

ものはだいぶ違うものなのでしょうか。 

（大成建設・後藤氏） 

西口のバリアフリー工事が完了してだいぶ大き

く変わったと思うのですが、問題意識は、市民と

しての目線で持っていて、提案者としてどのよう

に良くするかというのは仕事の中で生まれた発想

等も反映されていると思います。 

（コーディネーター・西村氏） 

両方の視点をもっていることがやはり提案の中

に生きているのでしょう。 

（大成建設・後藤氏） 

建設会社で働いていて、地下のコストを心配さ

れたのは問題だったと感じていますが、そういっ

た意味で理想像を追求したのが今回の提案でした。 

（コーディネーター・西村氏） 

それが反映されたのが地下へのこだわりだった

のですね。ありがとうございます。金城さんいか

がですか。 

（社会環境設計室・金城氏） 

他の提案者の方の作品を見て、部分的に似たよ

うな考え方は、いろいろありまして、たとえば大

成建設の地下を通すという考え方は、案として考

えたことがありました。今回は、いろいろと参考

になったと感じています。私は、１人で提案を作

ったので、江戸川までが対象地区だったのを駅前

に絞り、密度の濃い提案をしようと思ったのがひ

とつと、今後、もっと６号線沿いだけでなく広範

囲、特に段丘沿いをもっと歩いて、松戸の魅力に

さらにはまりたいと思いました。 

（コーディネーター・西村氏） 

東大チームのおふたりいかがでしょうか。 

（東京大学・新妻氏） 

今回プロの方々のご提案を聞いていく中で、例

えば細かいデザインの部分や事業手法といった点

で、まだまだ我々至っていない点があると感じま

した。今後もこのような機会があるかもしれない

ので、今回の提案等を振り返り、自分たちのテー

マがさらに良いものになるにはどうしたらよいの

かという点や、まだまだ松戸の街は、知らないこ

とが多いと思うので、街歩き等を行ってこの街の

魅力をいろいろと発見していきたいと、これから

も勉強を続けていきたいと思っています。 

（東京大学・中戸氏） 

個人的な話をすると、松戸駅の３駅先に住んで

いまして、小さい頃は、伊勢丹などに両親といっ

たことなどもありまして、私たちの提案の「住ま

う人」、「暮らす人」、「訪ねる人」でいうと

「訪ねる人」に該当する立場で松戸に関わってき

たのではと少し思うところもあります。伊勢丹も

閉店してしまいましたが、そういうことを考える

とひとつだけの商業施設ではなくて、街全体とし

て訪ねる人にも、魅力的な街にしていくにはどう

したら良いのかということを考えられた期間でし

た。その点は、非常に良かったと思います。 

（コーディネーター・西村氏） 
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最後に松戸市長から一言いただきたいと思いま

すが、その前に会場の方で、ご質問のある方はい

らっしゃいますか。 

（一般参加者・Ａ氏） 

今回は、大変地元のために素晴らしいご提案を

いただきましてありがとうございました。感謝申

し上げます。しかしながら毎日相模台の公園を通

って中心市街地へ出てくる住民としまして、一番

心配していたのは動線です。動線をどのように解

決するのかという点に関心を持っていたのですが、

久米設計のご提案で、地下駐車場から相模台の聖

徳大学への入口への地下道のご説明がありました

が、もう少し説明していただきたかったと思いま

す。 

もうひとつは、裁判所に上がる一方通行の道が

あるのですが、この道を複線化していかなければ、

有効活用はできないのではと個人として思います。

裁判所への道についても考えてもらえたならば、

より素晴らしい提案になったのではと感じていま

す。 

また、地震が発生した場合、松戸駅は、人であ

ふれかえってしまうような状況になるのですが、

そういった人たちの避難スペースとなる場所を市

庁舎等の施設に設けることを想定すると、市庁舎

とその他の公共施設が分断されているものよりも、

それらが一体となった提案の方が、より良いので

はと思いました。地震等の災害への対応も考えた

提案をもっとしていただきたかったと感じていま

す。ありがとうございました。 

（コーディネーター・西村氏） 

災害対応というのは新しい視点ですね。久米設

計のおふたりは、今の質問に対して何かお答えは

ありますか。 

（久米設計・石田氏） 

まず１つ目の新拠点までの動線という点につい

てですが、車に関してはまず東口のバスターミナ

ルについて、現在都市計画決定がされているとこ

ろに設定する計画となっています。 

もうひとつは、蛇行している裁判所までの道を

複線化した方が良いというご意見に対しては、現

状の提案では、そのままの想定になっているので

すが、６号線からのバスルートは、新拠点までを

計画しています。東口と新拠点に新しくできるバ

スターミナルを分散させることで、この道の交通

量を抑えるという計画にしております。歩行者に

関しては、プラーレの建て替えの際にエレベータ

ー・エスカレーターを設置する計画です。 

災害対応に関しては、プレゼン資料にも記載し

ているのですが、簡単に申し上げますと駅前周辺

に整備する再開発との協同になると思いますが、

まずデッキを一時避難場所として、デッキには大

型ビジョンも設置する想定なので、デッキにおい

て災害関連の情報発信も行います。また、災害時

には、再開発の建物や市役所等も分散してはいま

すが、それぞれで避難者を受け入れるという計画

にしております。 

（コーディネーター・西村氏） 

それでは次の方、お願いいたします。 

（一般参加者・Ｂ氏） 

私は、松戸駅周辺ではない地域に住んでいるの

ですが、普段松戸駅は、通過する駅であり、下車

することはありません。それぞれの提案において

対象と設定している人は、どのような人たちなの

かお答えください。 

（久米設計・石田氏） 

もちろん前提として多様な人が対象ですが、

我々が着目したのは、これからの時代重要になっ

てくるアクティブシニア層で、この層を生かして

いきたいと思っています。その思いから水戸街道

沿いにクリエイティブヴィレッジをつくる提案を

しています。それが発展し、産業が生まれ、駅前

にも進出していき豊かな商業が生まれていくとい

う流れができないかと考えています。 

（コーディネーター・西村氏） 

クリエイティブヴィレッジとは具体的にはどの

ようなものですか。 

（久米設計・石田氏） 

簡単に申し上げますと、過去に働いていて現在

は引退された方で生きがいを必要としている人は

多いのではと考えます。そういった方たちが仕事

等で得た「知恵」を生かし、何か新しく仕事を始

める際の拠点としてクリエイティブヴィレッジを

位置付けています。 

（久米設計・岩倉氏） 

また補足として、我々の提案は、多様な人を対

象にしていますが、もう少し松戸を広く見た場合、

団地の老朽化等、住みづらいと思うことがありま

したので、今回再開発で分譲マンション等住宅系

の用途が多く出るとなると、この駅周辺にこれか

ら多くの方に住んでもらいたいという意図はあり

ます。駅周辺に住んでみたいと思う松戸だけでな

く他地域の方にも選ばれる街にしていくというと

ころで多様な人をターゲットとしています。 

（コーディネーター・西村氏） 

久米設計さんの特徴は、先ほどもあったように

クリエイティブヴィレッジで産業創出という、こ

こから価値を生み出すということで、それを可能

とする住民を対象としているのでしょう。他に質

問はございますか。 

（一般参加者・Ｃ氏） 

本日はご提案いただきありがとうございます。

このコンペでもって初めて松戸に来られた方にお
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聞きしますが、松戸の街をどのように思われまし

たか。 

（久米設計・岩倉氏） 

正直に申し上げますと、駅を降りて街を見たと

きに景観が乱れているというように感じました。

従って提案の中にも織り込んでいますが、景観を

整えることで松戸らしさが見えてくるのではと考

えています。駅を降りるとシンボルロードがすっ

と延びているのですが、駅周辺の景観が看板等に

より乱れているのでそれを感じづらく、この課題

を解決することで松戸駅の顔ができるのではと感

じました。 

（久米設計・石田氏） 

私も、いわゆる郊外都市というものはこのよう

になりがちだと理解していたのですが、リサーチ

を進めるといろいろな特徴が見えてきて、斜面緑

地であるとか、そういった点を面白いと感じまし

た。 

（大成建設・石田氏） 

初めて松戸に来たメンバーは、先ほどプレゼン

でご紹介したように、いろいろと面白い要素があ

るというのが第一印象です。地形や歴史、自然な

ど、非常に面白い街だと感じました。Ｂさんのお

話で言いますと我々も新しい住まい方、働き方は

議論したのですが、それに加えて松戸が変わるこ

とで柏や北千住、金町といった周辺地域から人が

集まる街になるのではという話もメンバーの中で

はしております。 

（社会環境設計室・金城氏） 

若手の事業者やリノベーションの街づくりとい

った、段丘などの自然景観と市民の活動がコンパ

クトな場所に集まり、小規模ながら密に関わって

いる街なので、身の丈に合っているといいますか

松戸と縁の無い人も入りやすい、地域になじみや

すい街なのではと感じました。 

（東京大学・新妻氏） 

同じような意見がありましたが、松戸駅周辺に

色々な機能や地形、魅力がぎゅっと詰まっている

と感じました。それをもっと街全体に広げること

で街全体が良くなるのではという考えが、この提

案につながったと思います。 

（東京大学・中戸氏） 

幼少期の松戸に対するイメージは「伊勢丹のま

ち」というイメージでした。しかし、都市工学を

学んでから改めて見てみると、北千住や柏のよう

に駅前にペデストリアンデッキや商業施設がある

典型的な常磐線沿いの街だと思ったのですが、さ

らに街に入って調査をすると、相模台や江戸川と

いった自然があるというのは松戸ならではと感じ

ました。 

（コーディネーター・西村氏） 

最後に市長からお願いします。 

（松戸市長） 

本当に色々なアイデアをいただきましてありが

とうございました。これから日本全体も変わって

いきますし、仕事の仕方も変わっていくと思いま

す。それから価値観も変わっていくので、これか

らのまちづくりというのは新しいまちを常に念頭

において行っていく必要があると思っています。

本日は皆さんありがとうございました。 

（コーディネーター・西村氏） 

私も今回審査に携わって、松戸はいま、良い提

案があれば受け入れられるタイミングにあり、良

い時期にこのコンペがあったと思います。市庁舎

の移転や大規模な公園の整備等が、同時期に計画

されているということはあまりありません。現在

コンパクトな街づくりが目指されていますが、松

戸の計画がうまく進めば、先ほど市長もお話しさ

れていたように、街が広がらないという制約がコ

ンパクトな都市を可能とするメリットに大きく変

わるのではと思います。このコンペで提案された

アイデアを上手く取り入れて、計画が良い方向へ

進むとありがたいと審査に携わった者として思い

ます。本日は、皆さんありがとうございました。 


